
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

とする。θθの座標をときの点

であるπ≦θ≦角がθ軸の正の部分とのなす

となる。また、動径とすると、図のように

の描く図形をに戻ってくるとき、点発し、

から出がとする。点位置している点を

に上の点で、このときであり、円

の出発点は周する。点わりを反時計回りに一

のまることなく円に外接しながら、すべ円

はがある。円の円を中心とする半径点

、との円を中心とする半径原点平面上に
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1 長崎大　　の面積を求めよ。　　によって囲まれた部分と円曲線

ことを証明せよ。軸に関して対称であるが曲線

をθを用いて表せ。θθ
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